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テーマは「和」。世界中からスカウト仲間が集まり 2015 年７月 28 日から８月８日の間、山口県のきらら浜で、
第 23 回世界スカウトジャンボリーが開催されました。この大会に千葉県連盟から日本派遣団 0109 隊（千葉第
１隊）から 0116 隊（千葉第８隊）として８個隊スカウト 250 人と指導者 35 人、大会運営スタッフ 97 人、合
計 382 人を派遣しました。この内、上総地区からの派遣者は、スカウト 29 人、指導者４人、大会運営スタッ
フ 11 人合計 44 人でした。スカウトたちは、連日のように 39℃を超えるような暑さの中、しかもこれまで経験
したことがない 12 泊という長期キャンプで、外国スカウトたちと交流しながら、全員病気や怪我もせず、無
事帰宅しました。一回り大きくなったスカウトたちが、帰宅の途中で感じたことはどんなことでしょうか。

日本派遣団第 113 隊
　　　　　　　　 隊長　一木 通夫
　1971 年静岡県朝霧高原で行われま
した第 13 回世界ジャンボリーから、
44 年後の今年７月 28 日から８月９
日にかけて、山口県山口市阿知須の
きらら浜で第 23 回ワールドスカウト
ジャンボリーが開催され、世界 150

有余の国から約 32,000 人が参加し、
日本からは約 6,000 人､ 千葉県より
８個隊約 320 名が参加しております。
上総・南総地区からは、指導者５名、
スカウト 36 名が地元の応援・支援を
受けて参加し８月９日に全員元気に
帰る事が出来ました事を報告致しま
す。

　日本派遣団 113 隊は、今年の３月
より４回に分けて準備訓練を行い、
スカウトが地球規模で物事を考え「世
界で活躍できる社会人」となるきっ
かけを得られるよう、「心構え」「知識」

「技能」「世界と日本」という課題に
取り組んできました。しかし、スカ
ウトにとって 12 泊 13 日という長期
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間のキャンプは、未経験のスカウ卜
が多く、不安材料のひとつでした。
　７月 28 日早朝、各方面よりバスに
分乗し、一路山口県のジャンボリー
会場へ出発致しました。現地の盛り
上がりは想像以上で、ここは本当に
日本なのだろうかと勘違いする位外
国スカウトがすでに到着していて、
早くも国際交流が始まりました。も
ちろん、話したり聞いたりする言葉
は、全て英語です。
　会場でのキャンプ生活は規則正し
く、場外へ出るプログラム以外は普
段と変わりません。しかし､ 連日の
暑さや寝不足により、熱中症や夏風
邪といった症状になるスカウトが出
てきまして、その対応に苦慮しまし
た。しかし、スカウトの心は折れて
いません。
　ジャンボリープログラムは場外と
場内が有ります。場内プログラムは、

「地球規模の課題に取り組む、ＧＤＶ」
「自国や他国の文化に触れて、異分化
交流を通じた相互理解をする、カル
チャー」「地球の自然と人間の調和に
貢献し、最先端の科学技術について
学ぶ、サイエンス」「日本は海に取り
囲まれています。水辺の活動で安全
対策や生命の起源である水の重要性
について学ぶ、ウォーター」が有り
ます。場外プログラムは、「ハイキ
ングに参加し、生態系の重要性、自
然への畏敬の念を学び、チームワー
クの力を感じる、ネイチャー。今回
は、酷暑のため中止となりました。」

「地域の人々と交流をしながら、その
地の文化､ 建築、衣装などを体験す
る、コミュニティー」そして、｢スカ
ウト達は広島を訪問し、戦争の悲惨
さ、命の尊さを学び、70 年前に起こっ
た事を実感する事が出来る、ピース｣
等があります。
　全てのプログラムが終了し、千葉
に着きましたのは、８月９日、夜８
時頃でした。全員無事に千葉に降り
立つ事が出来ました。日に焼けて真っ
黒になり、出発前よりは、たくまし
くなった気がします。多少においの
する制服を着ていますが、堂々とし
た姿で立つ姿は、達成感と充実感と
満足感にあふれ、更なる活動への可
能性を見ることが出来ました。
　これもひとえに､ 上総地区 ･ 南総

地区の御理解と御協力の賜と感謝し
ております。
　この大会に参加することによって、

「創造する柔軟な心」「挑戦する熱い
心」「継続する強い心」を育み、更に
ひとつ「諦めない心」を備えたと確
信しました。
　この大会で、スカウトが更にたく
ましく成長した事も、重ねて報告致
します。　　　　　　　　（市原１団）

23WSJ に参加して
　　　　　　　　　副長　北川 修次
　今回、私は前半の副長として参加
させていただきました。訓練期間中
は勤務の都合で単身赴任のため、千
葉へ帰ることがままならず、結局ス
カウト達との交流は一度しか叶わず、
どうなるものかと内心、心配をしま
したが一木隊長を始め、野中副長、
石垣副長、土橋副長のご尽力で参加
隊指導者の末席へ加えさせていただ
いたことに感謝をしております。
　前半、副長の着目点としては子供
たちが世界ジャンボリーという普段
のスカウト活動では経験できない、
ある意味特殊な環境の中で如何にし
て円滑なパトローリングを行うかを
配慮しました。それは隊や班内の人
間関係、外国隊スカウトとの関係、
野営生活やプログラム参加について
の状況を細かく把握し、指導者及び
グリーンバー間での状況分析、そし
て速やかな対応を実施することで、
子供たちのストレスを軽減して前半
の隊運営を軌道に乗せることでした。
入場から数日が経ち、圧倒的な外国
隊スカウトのパフォーマンスに対し
て、大人しい日本の子供たちが元気
になるスパイスは無いかと思い提案
した「連続歩調」を子供たちが快く
受け入れてくれました。彼らは自主
的に隊内へそれを広め、時に士気を
高め、時に楽しみながら、口ずさみ
つつプログラムへ向かう姿がとても
印象的でした。前半の最終日、一足
先に千葉へ帰る私へのサプライズに
子供たち全員で「連続歩調」を行い、
送り出してくれたことが最高のプレ
ゼントになりました。当初、私は「子
供たちを 23WSJ に連れて行く」そん
な考えでした。しかしそれは大きな
間違いだと気づきました。「子供たち

が私を 23WSJ に連れて行ってくれ
た」と今は感謝をしています。最後
に保護者の皆様、そして多くの関係
者の皆様方のお陰を持ちまして無事
に終了できましたことを心より感謝
致します。　　　　　　　（市原３団）

第 23 回世界スカウトジャンボリー
　　　　　　　　　副長　土橋 一弘
　“ジャンボリー”参加した経験をす
ると、次も必ず参加したくなり、そ
の魅力は経験した者にしかわからな
いものであり、機会が合わなければ
なかなか参加することが難しいとこ
ろですが、私はスカウト時代に２回、
リーダーとして２回目、しかも今回
は世界ジャンボリーに参加する機会
に恵まれたことはありがたいことで
す。
　今回は副長として半期（後半）だ
けの参加でしたが、スカウトととも
に見たり経験した世界ジャンボリー
について、状況や反省点などを振り
返ってみたいと思います。
　私が参加したのは後半の半期のみ
でしたが、その初日はフードフェス
ティバルの日。自隊のサイトに到着
すると、白玉団子や麦茶を振る舞う
準備をしている所であり、小さなプー
ルに入った水玉風船もプレゼントす
ると言う。配布が始まると物珍しそ
うに近寄ってくる外国スカウト達。

「Barley tea」だと英語で説明し飲ん
でもらった冷たい大麦茶、また、甘
い蜜のかかった白玉を飲食したスカ
ウトの笑顔から好評だった様です。
また、カラフルな水玉風船をゴムひ
もでヨーヨーの様に遊ぶことは、特
に女子スカウト達に好評だったよう
です。
　 そ の 日 の 夕 方 か ら は ア リ ー ナ
ショー。あらためて書き出してみる
と、1. 中川翔子（しょこたん）2. 安
倍晋三首相 3. 皇太子殿下 4.DANCE 
EARTH PARTY 5. 野口宇宙飛行士 
6.CEREMONY カラーチーム 7. 安田
レイ（歌手兼モデル）＆ピカチュー 
8. アクロバット飛行ショー（室屋義
秀）。
　なんて豪華な全体集会でしょうか､
日本人スカウトが飛んだり跳ねたり
歌ったりと大盛り上がりしていたの
はアニソンの中川翔子さんでしたが、
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外国スカウトが一番の盛り上がりを
見せたのが何故かピカチューが出て
きた時だったのは面白いところです。
　現地のプログラムは正にスカウト
主体、場内のアクティビティーはリー
ダーが着いて行くことも無く、自隊
のスカウトの活動状況を直接知るこ
とはできませんでしたが、スカウト
達から見せてもらった写真の数々か
らは、外国スカウトと肩を組んでい
たり、休憩時にカードゲームに興じ
ていたり、ワールドスカウトセンター
では各国の文化に触れている状況が
見受けられました。
　私が唯一、スカウト達と同行した
のは５日に実施された場外プログラ
ムのコミュニティー。タイガー班は
周防大島町の久賀小中学校と地元の
方々との交流、現地到着時には久賀
引山太鼓の歓迎、引き続き竹とんぼ
作りやうちわづくり、海に移動して
の地引き網を体験しました。
　スカウトの感想は正直なもので「行
く前ははずれかと思ったけど、うち
の班が一番じゃない」などと大いに
楽しんだようです。
　アクティビティー以外の普段の生
活パターンは朝の食事配給から始ま
り食事、セレモニーやスカウツオウ
ン、ゲーム、風呂・洗濯など。
　普段なら熟睡しているであろう朝
５時からの配給の担当者や、個性的
なスカウトが多い各班をまとめた班
長には本当にお疲れ様と言いたい。
また、セレモニー等の実施は隊長の
アドバイスもあったところですが、
さすがジャンボリー参加スカウトだ
と感じられるものでした。ただ、全
体的にスケジュール管理や点検時以
外の整理整頓など不足する部分も見
受けられました。
　最後になりましたが､ 一木隊長を
はじめ北川副長､ 野中副長､ 石垣副
長には大変お世話になりました。そ
して、113 隊のスカウト全員からは
素晴らしい活動やエネルギーを共有
させてもらい本当にありがとうと言
いたいと思います。　　　（市原７団）

23WSJ は“和”
　　　　　　　　　副長　石垣 千草
　23WSJ、13 日間のキャンプは私に
とってもスカウトにとっても未知な

る挑戦でした。他人と一緒に生活で
きるのは、４日間と言われています。
面識はあるものの、13 日間のキャン
プに精神的に・身体的に耐えられる
のだろうか？と、脳裏に浮かんだの
が、今では大分前の出来事のようで
す。
　初めて顔を合わせた時、「今どきの
子供たちは、ずい分おとなしいんだ
な」と言う印象を持ちました。訓練
キャンプでも、この子達大丈夫かな？
という思いは、継続しました。しか
し、３～４か月後には本番です。もう、
行くしかない。自分の中では、何故
か精神的に余裕があり、不思議なほ
どでした。長期間の休暇を取らせて
頂くにあたり、職場の方々の理解を
得られ、一先ず出発となります。
　自分の目標は２つ、在り来たりで
すが、辛くても、いつでも笑顔でい
られること。幸い、担当の班はいつ
でも元気で、毎日笑っていられる事
ができました。班員の笑顔に癒され
る時もありました。他のリーダー達
の笑顔にも助けられました。苦しい
時に笑い飛ばせるパワー（昔から笑
う門には福来たるって言いますね）
後半になり隊長から、「苦しい時こそ
笑顔であれ」と B-P の言葉を聞き、
自分の思いは間違っていなかったと
確信し、お蔭様で最後までやり遂げ
ることが出来たと、本当に感謝して
います。
　もう一つの目標は、一人として脱
落者を出さず、最後まで全員で帰る
事。到着してすぐに、今までの環境
の違いに体調を崩すスカウト、極暑
に負けてしまうスカウト、途中精神

的に追い込まれて体調を崩したスカ
ウト、そして、頑張りすぎてしまい
身体的にも疲労が溜まってしまった
スカウト、各々が色々な思いを WSJ
に抱え、精神的にも身体的にも厳し
い状況の中で必死に最終日まで頑張
り抜いて、一人の脱落者もなく全員
が無事に帰ってくることが出来まし
た。「みんな、大変だったけど、よく
頑張ったね。あなた達は、出来るんだ。
一つの事を成し遂げたんだよ！」
　目標は、達成できました。ただ、
個人の目標でもなくスカウト・リー
ダーが達成させてくれたように、感
じられますが、それでも、今の自分
は満足です。
　「必ず台風が来るから、覚悟をして
おくように」そう言われて、覚悟は
したものの、今回の WSJ では、全く
雨が降りませんでした。１回位は降っ
てほしいと願ったのは、私だけでしょ
うか？とにかく、暑い・暑い　通り
掛かりの外国人が「水を下さい。死
にそうです」と通路から入ってきた
り、水汲み場では、水と遊ぶ外国人
が居たり・・・蛇口を捻ればすぐに
出てくる水のありがたさが身に染み
ました。ありがとう。命の水でした。
と、水にしても、食べ物にしても、
IST の方々、運営の方々、訪問先の
方々、隊・団・地区・関わって頂い
た全ての方々、共に過ごしたスカウ
ト・リーダーそして、家族。心から
感謝いたします。 23WSJ に参加させ
て頂いて、ありがとうございました。
Ａ～ＮＤ・・・　　　　　（市原５団）
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されました。しかし、大役だからといっ
て、不安などは一切感じませんでした。
むしろ、世界ジャンボリーで次長をさ
せてもらえることをうれしく思ってい
ました。決して簡単なことだとは思い
ませんでした。実際、大変な事だらけ
でした。しかし、やらなきゃよかった
とは一度も思いませんでした。次長か
ら見る班は班長からでは見ることので
きない全く別の世界だと思いました。
班長が班員に指示を出し、次長がその
班員と班長を補佐する。これは班長に
も班員にもできない特権だと思いまし
た。
　ジャンボリーでは様々な外国人に囲
まれてまるで海外にいるような感覚で
期待にあふれていました。多くの海外
スカウトと交流し、国際的な友人関係
を築くことを目標にしていきました。
 12 泊 13 日の超期キャンプは精神的に
も身体的にも過酷でした。暑さにやら
れ、熱中症になった日もありましたが、
毎日楽しく過ごすことが出来ました。
　前回と今回のジャンボリーで私は精
神的にも身体的にも成長できたと思い
ます。この貴重な経験を日々のスカウ
ト活動や毎日の生活でも活かしていき
たいと思います。そして、後輩スカウ
トにジャンボリーの楽しさを伝え、全
員がジャンボリースカウトになってほ
しいです。また今回ジャンボリーに参
加させていただいた事を親、世界中の
全てのスカウト、リーダー、友人に感
謝したいと思います。　　 （市原６団）

23WSJ
　　　　　　　　　　　　 花房 大地
　7 月 28 日、ワールドスカウトジャ
ンボリーが始まった。山口県キララ浜
は前の日本ジャンボリーでも来たが、
整地されていて前よりもやることが少
なかった。気温はあいかわらず嫌にな
るほど高かった。昼に空を見上げれば
きれいな青空で、夜には一面の星空が
見えました。開会式では有名な人達が
パフォーマンスなどをして盛り上がっ
ていました。今回のキャンプで一番め
んどうだったことは、自分の隊のサイ
トから出る時は二人以上で行動しなけ
ればいけないことでした。すぐ近くの
トイレや飲み物を売っている所にも一
人では行くことができなかったため、
夜中にトイレに行きたくなっても起き
ている人がいなかったら行けなかった
のはつらかったです。
　モジュールでは他の国の衣装や楽器
などを見ることができました。フリー
な時には外国人とバッジなどを交換し
ましたが、インドの人達に囲まれてい
ろいろと言われたのは嫌な思い出にな
りましたが、おかげで「I never give 
for India」という文を覚えました。バッ
ジを交換しようとしてもどうしても交
換してくれない人もいましたが、意地
でもしたこともありました。
　このジャンボリーで学んだことは、
もっと英語を勉強しなければならない
ということや、日本人以外はけっこう
英語をしゃべれる人が多いということ
でした。できるならば英語をしゃべれ

　　　　　　　　　 スカウトの感想
鳶班
12 泊と 13 日間
　　　　　　　　 班長　常世田 千尋
　平成 27 年７月 28 日、朝４時。バス
に乗って千葉を出た。これから 12 泊
13 日を山口県きらら浜で過ごすこと
を、甘く見過ぎていたかもしれない。
　今回、班長として参加した第 23 回
世界スカウトジャンボリー。班長とい
う立場だからこそ経験できたこと、見
えたこと、感じたことは多かった。体
力的にも、精神的にも、少し成長でき
たのではないかと思う。こんな班長で
よかったのかな、ああすればよかった、
こう言えばよかったなんてきりが無
い。
　何もかも置いてきて、諦めて向かっ
た気がしていたけれど諦めきれてな
かった自分が情けなかった。
　日本全国、どこに行っても日本語が
通じるのが当たり前で、日本語だけで
生きていけた。しかし、あの山口県き
らら浜は日本であり、日本ではなかっ
たように思う。様々な言語、文化の人
達がいた。日本人以外ほぼ日本語が通
じない環境で、世界は広いなと肌で感
じられた。それと同時に、日本は本当
に狭いなを、今までこんなにも狭い世
界の中しか知らなかったんだと思わさ
れた。
　暑くて、倒れそうに何度もなった。
何人も熱中症や風邪などに見舞われて
どうなることかと思っていたが、全員
無事に帰れそうで一安心だ。帰ったら
寿司が食べたいとのんきに考えていら
れるのも幸せなのだと思う。日本の良
さを改めて知れた。世界スカウトジャ
ンボリーに参加して、参加させてもら
えて、本当に感謝してもしきれない。
さらば山口きらら浜！　　（市原１団）

世界ジャンボリーに参加して
　　　　　　　　　　次長　田村　優
　私が今回の第 23 回ワールドスカウ
トジャンボリーの参加を決めた理由
は、二年前の今大会のプレ大会である
第 16 回日本ジャンボリーに参加して、
多くの人に出会い、様々な貴重な経験
をすることができ、その時の感動や達
成感を再び味わいたいと思ったからで
す。私は今大会を次長という大役を任
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るようになって次の 24WSJ にも参加
し世界との交流をしたいです。
　　　　　　　　　　　　（市原３団）

ジャンボリーを終えて
　　　　　　　　　　　　 作田 匠海
　私がジャンボリーの 12 日間で学ん
だことは、コミュニケーション能力の
重要さと体力の重要さです。特に前者
の方が、私がジャンボリーに行って大
変だったことです。まず公用語が英語
とフランス語で、英語自体ほとんど勉
強したことのない私には、ＯＫかＮＧ
程度しか話せず、自分の意思をつたえ
るのに、ものすごく苦労しましたし、
日本の言葉をそのまま英語に直そうと
すると英語には存在しない言葉だった
り、そのせいで外国人に話しかける事
が少なくなったりしました。
　私のサイトの場所はきらら浜の一番
端にあるのですが、その反対の場所に
あるスカウトショップに行く時に大体
40 分ほど歩くことになります。それ
を３日間くらい繰り返すともう動きた
くなくなりました。基本、家にこもっ
ている私には普通じゃ考えられないレ
ベルの運動をしていたので体が追いつ
きませんでした。初めの方は足の皮が
むけて痛くて色々ひどかったのを覚え
ています。最後の方には、疲れすぎて
足のことなんてどうでもよくなってい
ました。
　このジャンボリーの 12 日間、もっ
と色々な事を学びましたが特に重要な
事を書いてみました、非常に長いキャ
ンプで、さまざまなトラブルやいざこ
ざがありますが、外国人との交流やい
ろいろなモジュールを体験できて、と
ても貴重な思い出を作れました。これ
は一生、残るでしょうし、これからの
役に立つはずです。　　　 （東金１団）

夏のジャンボリー
　　　　　　　　　　　　 内海 祐輔
　私には、この 23WSJ が初めてで、
最初は「どんなかんじなんだろう」と
ドキドキしていましたが、やっている
と楽しくてワクワクとドキドキが私を
ふるわせました。　
　はじめてのジャンボリーでは、タイ
ムキーパーをやりました。たいへんで
隊長におこられたこともあったけど、

とっても身についたと思います。それ
に最初のころは、何をやればよいのか
がわからず、班長にどなられました。
　ごはんは、二回コゲて二回成功しま
した。一生に残る思い出として頭の中
にインプットしました。そして、一番
印象に残ったのが、広島の原爆ドーム
がすごかったです。あの日、何千人何
万人という人々が原爆という悪魔に
よって亡くなりました。叫び声がひび
くのをよそうすると耳や頭が痛くなり
ます。
　私はもう一つ楽しかったのが、カル
チャーです。カルチャーは、色々なこ
とを知れるのですごかったです。でも、
感謝したいのは私が左手をケガしてい
たのでみんなが手伝ってくれたことで
す。本当にありがとうございましたと
伝えたいです。今、乗っている電車は
ちょっとよいましたが、楽しくやれて
います。また、このような経験をまた
一度やりたいのと、この経験を将来に
いかしたいです。　　　　（市原１団）

ワールドスカウトジャンボリー
　　　　　　　　　　　　 小泉 公輝
　初めは、驚きました。昨年、親から、

「世界ジャンボリーに行ってみたい？」
と、言われたからです。私は「行ける
なら行きたい。」そう親に答えたが、
その時は、まだ二級だったので苦労が
たくさんありました。
　行くことを決めた私に親は、「手伝
える事があったら手伝うから、がんば
りなさい。」と言ってくれたからです。

しかし、学校や部活、他の習い事で、
なかなか時間をとれず、時間がある時
に、しっかりやらないという、バカを
してしまったので、一級を取得するま
でがとても遅くなってしまいました。
最終的に一級を取得できたのは、ジャ
ンボリーの一週間前でした。もっと早
くしっかりとやるべきだったと反省し
てます。
　ジャンボリー当日、集合が早いので、
正直つらかったですが、早々と母に別
れを言って家を出ました。その後、父
と別れ、仲間と一緒に太陽も出ていな
い時間に出発しました。バスや新幹線
の中で、夜眠れなかった分、寝ました
が、寝てる写真を撮られました。　
　ジャンボリー会場のきらら浜に着い
た時は、言葉で表せないような不思議
な気持ちでしたが、一つ、これからジャ
ンボリーが始まるんだな。と思いまし
た。
　そこから始まり、結団式、開会式、
モジュール、アリーナショー、閉会式
などに、一つ一つに良い思い出が出来
ました。特にモジュールの広島ピース
プログラムでは、実際に広島に行き、
原爆ドームを見たりしたので、とても
心に残ってます。
　ジャンボリーの 13 日間はあっとい
う間でした。もっと長いと思っていた
のに、本当にあっという間でした。し
かし、そう思うほど思い出が出来たの
で、多額の金を出してくれてジャンボ
リーに行かせてくれた両親に感謝の言
葉と、思い出話をたくさんしたいと思
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います。他にもＩＳＴ、スタッフさん
達にも、感謝を忘れません。（茂原２団）

ジャンボリー
　　　　　　　　　　　 永嶌 孝太郎
　僕はこのジャンボリーに参加でき
て、とてもうれしく思っています。な
ぜなら、外国の人と交流し英語で会話
を楽しくできるようにするという目標
を達成できたからです。
　しかし、僕は自ら外人に話をもちか
けることがあまりできず相手から話を
してそれに答えるという結果になって
しまいました。
　次にジャンボリーでは楽しいことや
いいことがありました。一つは原爆
ドームなどを見に行ったピースプログ
ラムです。これは原爆の悲さんさを物
語るものでした。次にアリーナショー
です。アリーナショーは皇太子など偉
いひともきてその時にジャンボリーは
こんなにすごい物なんだなと思いまし
た。
　最後に感じたことは、感謝の気持ち
です。このすばらしい大会に参加させ
てくれた親、家族、支えてくれた人な
どに感謝して、これからのボーイスカ
ウトの活動にこの大会で得た技能を活
かしていきたいです。（大網白里１団）

ウグイス班
ジャンボリーの感想
　　　　　　　　　　班長　佐藤　嶺
　私がこの 23WSJ に参加してみたい
と思ったのはボーイスカウトのころか
らだった。ただ、前回の 16NJ には中
３で受験もあり参加できなかった。だ
から、今回の高２で参加する世界ジャ
ンボリーには期待もあったが不安も
あった。また、ジャンボリーという長
期のキャンプに初参加なのに班長に指
名され尚更不安が大きかった。そして
世界ジャンボリーに参加した。終わっ
てみればとても早く感じたが、とても
充実していた。一つ一つのモジュール
やプログラムもやりがいがあり、とて
も面白かった。だが、やはり外国人が
いたこともあり、文化の違いや生活の
しかたの違いに苦しんだ。不満を言え
ばたくさんあるが、全体としてみれば
とてもたのしかった。
　一番楽しかったプログラムはやはり

アリーナショーだった。ビッグゲスト
の方が多数来られてとても盛り上がっ
た。また、アクティビティはウォーター
だ。やはり最終日とあってかとても楽
しめた。また、ピースプログラムでは
原爆の悲惨さを学び、二度とくり返し
てはいけないということを再確認し
た。このように、いろいろなアクティ
ビティがありやりごたえがあった。
　私は班長として参加したので、班員
をまとめられるかとても不安だった
が、みんな指示を出したらその通りに
動いてくれてとても安心できた。すこ
しけんかしてしまうところもあった
が、個性的なメンバーがそろった良い
班だと思う。
　今回のジャンボリーで一番必要だと
思ったのは英語の会話力だ。やはり会
話が出来なくて悔しかったのが何回も
あった。おそらく、このジャンボリー
に参加しなかったら英語の会話力が必
要だと思わなかっただろう。
　今後、この経験を活かして、スカウ
ト活動や勉強、人生などを頑張ってい
きたいです。　　　　　　 （茂原２団）

第 23 回 WSJ を終えて
　　　　　　　　　 次長　石垣 竜太
　僕は、ワールドスカウトジャンボ
リーに初めて参加しました。参加して
わかったことは、外国の人は元気で明
るく、とても陽気だということでした。
特に自分達の右のサイトのイギリスは
とても楽しそうでした。日本のサイト
を通るとき「チェリバトール」とあい

さつをしていました。自分達には、意
味はまったくわかりませんでした。で
も向こうが使っていたので使ってみま
した。
　前のサイトのスイスは、ほとんど一
日中寝ていました。朝は９時頃起きて
きて、モジュールに行っているように
は全然見えませんでした。僕は、「の
ん気でいいなー。」と思いました。
　後ろのオーストラリアはとても元気
でした。友達と一緒に、「このタコを
使っていい？」と聞いたら、「いいよ」
と普通に貸してくれました。高く飛ば
したら、「とてもかっこいいよ。」と言っ
てくれました。別の所では、もっと高
く飛ばしていたので、対抗しようと飛
ばしたけれども、相手の方がすごく上
手でした。
　アリーナショーの時には、中川翔子
や EXILE のＵＳＡ、安倍総理、皇太子、
宇宙飛行士の野口さん、安田レイ、大
会ソングの製作者が来ていて、とても
楽しかったです。
　ジャンボリー中は、一回も倒れな
かったです。モジュールは、カルチャー
やサイエンス、ワールドスカウトセン
ターが面白かったです。小さいソー
ラーカーを作りました。とても簡単で
した。次にＪＮＣのブースに行き、エ
ネルギーの研究？を学びました。プチ
トマトのような物を育てていて、とて
も甘かったと評判でした。
　カルチャーのブースでは、お灸をす
えたり、針治療をしたりしていました。
治療師に千葉に戻ったら、「針治療受
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けてもらいなさい。」と言われました。
全身の筋肉が張っているからだという
ことでした。どのブースもとても楽し
く、良い思い出になりました。
　　　　　　　　　　　　（市原５団）

第 23 回 WSJ を終えて
　　　　　　　　　　　常世田 尚志
　自分は第 23 回ワールドスカウト
ジャンボリーに行って、感じたのは、
外国人の多さです。日本人はスカウト
活動をやっている人は多くはないので
すが、今回のワールドスカウトジャン
ボリーで、スカウト活動をやっている
人が多い事に驚きました。
　もう一つはその多くのスカウトが、
ほとんど英語を話せる事です。自分は、
中学校、高校と英語がほぼ全くできま
せん。なので今回のワールドスカウト
ジャンボリーでほとんどの人が英語を
話せていて凄いなと思いました。そし
て、自分は英語ができないので外国人
の話す事が、少ししか分からず、とて
も悔しかったです。なので帰ったら、
英語の勉強をしっかりとやり、４年後
行くかどうか分からないけれど 24 回
ワールドスカウトジャンボリーに向け
て準備しておきたいと思います。もう
一つ感じた事は、外国人スカウトのテ
ントサイトの汚さです。今回外国人の
スカウトのテントを２週間見てきまし
たがゴミはそのまんま、外で寝ていて
起きてくるのが８時とか９時とかでし
た。なのでそういう所は見習いたくな
いなと思いました。
　そして、一番楽しかったのは、ア
リーナショーです。クロージングセレ
モニーも良かったけれどやっぱり、ア
リーナショーが一番楽しかったです。
アリーナショーの中でも一番楽しかっ
たのは、ワールドスカウトジャンボ
リーのテーマソングです。自分はとて
も興奮しました。その他にもエグザイ
ルのウサや三代目や安田レイやしょこ
たんがきてとても盛り上がりました。
　次のワールドスカウトジャンボリー
は４年後のノースアメリカですが英語
をしっかり話せるようになってＩＳＴ
として次も行きたいなと考えていま
す。　　　　　　　　　　（市原１団）

ジャンボリーに参加して
　　　　　　　　　　　 小西 あかり
　外国人のペンフレンドを作る。私は
今回のジャンボリーへの参加が決まっ
た時、これを目標に決めました。この
目標は以前、父の転勤の為住んでいた
シンガポールで仲良くしていた友人と
連絡が途絶えてしまったという後悔か
ら生まれました。
　外国の友達がここでできても連絡を
取り合おうという意志が互いにないと
連絡は途絶えてしまいます。私は英語
があまり得意ではありませんが、連絡
先を交換した人達とメールや手紙のや
りとりを続けていきたいです。
　このジャンボリーで得られたものは
友達だけではありません。勇気や自信、
そしてたくさんの経験です。
　外国人と話すのには勇気が必要で
す。ジャンボリー開始直後は話しかけ
られなかったのに、日を追うごとに話
せるようになっていったのを実感でき
ました。それは勇気をもって行動する
ことができるようになったからだと思
います。
　自信も同じように外国人と話すこと
でついていきました。また、早起きを
する習慣ができたことや、12 泊 13 日
という長期のキャンプを体調を一度も
くずすことなく過ごせたという自信、
何より、ボーイスカウトをやっている
という自信が改めて実感できました。
　私は今回のジャンボリーを経験して
文化も宗教も国も地域も超えた先に世
界が一つになれるということがわかり

ました。平和なよりよき世界という理
想を見ることができたと思います。よ
りよき世界はたとえ言葉が通じず、た
とえ考えが一致せず、たとえ一緒の国
にいなくともさらなるよき世界を一人
ひとりが目指すことで実現していくも
のだと思います。
　今回のジャンボリーを通して思った
こと、感じたこと、分かったことを周
りの人に広めていき、ジャンボリーの
楽しさ、ボーイスカウトの楽しさを多
くの人々と共有したいです。
　　　　　　　　　　　　（市原７団）

23WSJ について
　　　　　　　　　　　　 高橋 友希
　ぼくは、第 23 回世界スカウトジャ
ンボリーに参加しました。第 16 回日
本ジャンボリーとは違い、外国人がた
くさんいて、おどろきました。初日は、
ＮＪと同じで朝４時集合でした。きら
ら浜に着いたら、設営をして一日が終
わりました。
　二日目は、開会式が行われました。
開会式に山口活性学園がテーマソング
の「A Spirit of Unity」を歌いました。
英語バージョンだったので、歌えませ
んでした。
　三日目からモジュールがはじまりま
した。その日は、カルチャーとＦＴＡ
がありました。次の日は、ピースプロ
グラムがありました。戦争の事を学ん
で、戦争は二度とやってはいけないと
改めて思いました。五日目は、ネイ
チャーだったのですがＦＴＡになりま
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した。
　六日目は、アリーナショーがありま
した。たくさんの人がきて、ライブが
ありました。 ＮＪの時よりも面白かっ
たです。
　七日目は、ＧＤＶ（Global Develop-
ment Village）とＦＴＡがありました。
八日目は、ＦＴＡとサイエンスがあり
ました。九日目は、コミュニティーが
ありました。十日目は、ウォーターが
ありました。人々に大切なものをたく
さん学びました。夜は閉会式がありま
した。思ってた以上おもしろくなかっ
たのが残念です。サイトに戻るとき、
もうＷＳＪがおわっちゃうのかと思い
ました。
　ぼくはこの第 23 回世界スカウト
ジャンボリーに参加して、英語のすば
らしさを、じっかんしました。その他
にも、いろいろな文化を知ることがで
きました。この大会で手に入れたもの
をこれからのボーイスカウト生活でい
かしていきたいです。　　 （市原６団）

23WSJ
                       　　　　　秋山 鈴奈
　私は初めてジャンボリーに参加しま
した。ジャンボリーが始まって初めは
２週間は長いなと思っていました。で
も、中間ぐらいになってだんだんもう
終わると思ってきました。閉会式では
帰りたくないという思いが強くなって
いました。
　一日目は朝３時集合だったので１時
に起きないといけなかったのでふとん
に入って本を読んでねようと思ったら
１時で一度もねないで家を出ました。
集合場所についたら、ボーイ隊の隊長
がいました。バスが来る場所が分から
なかったのでみんなでさがしたら、一
木隊長がいました。安心しました。バ
スに乗ったら、ねむられるかなと思っ
ていたら、ねむれませんでした。新横
浜についたら、新幹線のぞみ９号にバ
スから乗りかえました。広島でおり、
バスにまた乗りました。現地に着きま
した。設営をして私たちは寝ました。
私たちは Bandai でした。
　二日目は開会式でした。ジャンボ
リーのテーマ曲（A Spirit of Unity）
を歌っている人たちが来ました。楽し
かったです。

　三日目は Culture だったのですが、
腹痛でいけませんでした。
　四日目は、広島ピースプログラムで
した。原爆のせいで多くの人々が亡く
なったり、原爆の後に放射能で亡く
なった人がいることをあらためて知り
ました。原爆ドームも見ることができ
ました。
　五日目は、Nature の予定だったの
ですが暑かったので無くなりました。
なのでＦＴＡに変わりました。
　六日目はアリーナショーでした。
しょこたんやＤＪ、EXILE のＵＳＡ
などが来ました。もちろん安倍首相や
皇太子殿下も来ました。
　七日目は、ＧＤＶ（Global Develop-
ment Village）でした。
　八日目、九日目といろいろな体験を
しました。
　十日目は、私が楽しみにしていた、
Water でした。水鉄砲で遊んだり、ビー
チバレーをしたり遊泳をしたりしまし
た。楽しかったです。
　世界ジャンボリーで学んだことは、
外国の人はいつでも笑顔でせっしてく
れて、やさしいということがわかった。
少しショックだったのが、外国のサイ
トにゴミがいっぱいあった事です
　　　　　　　　　　　　（東金１団）

ジャンボリーを終えて
　　　　　　　　　　　　　坂本　将
　私がこのジャンボリーを終えて思っ
たことが三つあります。
　一つ目は「英語力の無さ」です。私

は面接の時などに、「外国のスカウト
とたくさん話して、友達を多く作りた
い。」と言いましたが、私が言いたい
事は英語ではなんと言うのだろうか。
と考えていると話すことができなかっ
たのでもっと英語の力をつけていきた
いと思います。
　二つ目は「体力の無さ」です。私は
部活がバスケットボールをしているの
ですが、ジャンボリー中体力が切れて
ヘトヘトになってしまった事が何度か
ありました。なので、これからも部活
を全力で取り組んでいきたいと思いま
す。
　三つ目は「もっとスカウト技能を身
に付けたい」です。理由は、もっとロー
プワークを早く出来たら早く作業が終
わっていただろうな、ということが多
くあったからです。なので自団に戻っ
たらスカウト技能を自分の目標にして
活動していきたいと思います。
　次にジャンボリーで一番うれしかっ
た事を書きたいと思います。それは、
ハブオフィスでおこなった「やっさい
もっさい」です。なぜうれしかったか
というと、私たちが最初にやって、私
が「Come here ! 」と言ったら外国人
の人が来てくれたからです。その時、
やっぱりスカウトは全員友達なんだ
な、と思いました。今回のジャンボリー
はすごく楽しかったので、NJ や WSJ
にまた参加したいと思います。
　　　　　　　　　　（大網白里１団）
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カピバラ班
23WSJ
　　　　　　　　　 班長　桑谷 航平
　今回初めてジャンボリーを経験し、
また初めて班長を経験しました。初め
て尽くしのジャンボリーでしたが、班
員は全員がダウンすることなく終えた
のでよかったです。
　最初に班で集ったとき、自分が班内
で一番年上と知り、班長をやることに
なってとても驚きました。その後君亀
でキャンプをしたとき四班の中で一番
最初にカレーを作ることができ、そし
て失敗することなくでき、優秀を取る
ことができたことが印象深く記憶に
残っており、とても嬉しかったです。
　でも、次のキャンプからは、失敗す
ることが続き挙げ句の果てにはジャン
ボリーのバスに遅刻しました。そのと
き「自分は班長なのになんて馬鹿なこ
とをしてしまったんだろう」と思い、
恥ずかしさや、悔しさといった感情が
でてきました。もう二度とこんなミス
をしないと心に強く思いました。
　ジャンボリーが始まって最初のモ
ジュールでは、どういうことをすれば
いいかよく分からずあたふたしてしま
い、班員を困まらせてしまったことに
強い責任感を感じました。しかし６日、
７日では二日連続でテントきれいと言
う理由といつも笑顔と言う理由で優秀
班を取ることができたことが嬉しくて
少し自信が付きました。ジャンボリー
で一番楽しかったことはウォーターモ
ジュールでのビーチバレーや海で泳ぐ
ことです。体を動かすことができて気
分転換になりました。
　今回のジャンボリーでは失敗など多
くしましたがとても良い経験になりま
した。今後この経験を生かして頑張っ
ていきたいです。　　　　（市原１団）

23WSJ を終えて
　　　　　　          　　　田島 光華
　私は、ジャンボリーに参加し、今ま
でに無い多くの事を体験することがで
き、とても新鮮でした。16NJ に参加
しなかったので、知り合いが同じ班に
いなく、また12泊13日もの長い間キャ
ンプをすることがとても不安でした。
ですが、とても元気で明るい班だった
ので、楽しい生活をすることが出来良

かったです。
　会場は、日本ですが外国人の方の方
が多く英語が苦手な私にはとてもつら
かったですが、とてもフレンドリーな
方が多く、たくさん交流ができました。
目的目標の達成は出来なくて残念でし
たが、仲良くなった外国の方達と別の
場所であった時も話をすることが出来
たので、連絡が出来る人には、この後
メールなどのやりとりをしたいと思っ
ています。
　モジュールでは、班で活動し、普段
できない事ができ楽しかったです。Ｇ
ＤＶでは、子供が働いている事を知
り、カルチャーでは、他国の文化に触
れ、サイエンスでは、最新技術を学び、
ウォーターでは、水遊びをしました。
コミュニティーでは、小学校で小学六
年生とおり紙をし、その後ゴミ処理場
で「もったいない」について学び、ピー
スでは、広島原爆について学び、宗教
は、仏教について学びました。ネイ
チャーは、出来なくてとても残念でし
たが、どのモジュールも勉強になり良
かったです。
　今日学べた事は、作文に書ききれな
い程あります。この貴重な体験をこれ
からの活動にいかしていきたいです。
また、活動中に見つけた課題を達成で
きるようにしたいです。 （東金第１団）

楽しすぎたジャンボリー
　　　　　　　　　　　　高山 力也
　７月 28 日から８月９日まで山口県
きらら浜で 162 ヶ国のスカウトが集

まってキャンプをする第 23 回世界ス
カウトジャンボリーにぼくは参加しま
した。ぼくはこの大会をとても楽しみ
にしていました。
　まず一日目は朝早くから移動して山
口県きらら浜に着きました。その後、
せつえいをして、日本派遣団結団式を
行い決意をかため、その日はつかれて
いたのですぐねました。二日目はまず
せつえいの残りをやり、開会式に参加
しました。より世界ジャンボリーへの
意識が高まりました。二日目はまわり
が外国人ばっかなのでとてもびっくり
した一日でした。三日目はカルチャー
があり世界の色々な文化を知ることが
できました。後、外国人ともたくさん
交流しました。四日目、五日目は四日
目は広島ピースプログラムで戦争のこ
とがよく知れました。五日目はプログ
ラムがなくなり、外国人のスカウトと
たくさん交流できました。六日目はア
リーナショウやフードフェスティバル
があって一番楽しい一日でした。七日
目はＧＤＶで地球環境のことがよく分
かりました。八日目はサイエンスでウ
イグエットにのったりしてとても楽し
かったです。九日目はコミュニティー
で色々な人たちと交流してとてもい
い経験でした。十日目はウォーターで
水にふれて、とても楽しかったです。
十一日目はフリータイムアクティビ
ティで外国人とたくさん交流をしまし
た。十二日目はてつえいと片づけしま
した。ぼくはこの世界ジャンボリーを
終えて、まずスタッフ、日本に来てく
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れた外国人スカウト、隊長、副長に感
謝してこれから活動をしていきたいで
す。後は、外国人と交流したこと、仲
間と共に笑ったこと、つらい思いをし
たことなど世界ジャンボリーの経験を
これからの学校生活、ボーイスカウト
活動に生かしていきたいです。
　　　　　　　　　　　　（市原１団）

23WSJ で学んだこと
　　　　　　　　　　　 渡邉 みなみ
　『和：A Spirit of Unity』これは今回
の 23WSJ のテーマです。大会が始ま
る前、私はまだ、この意味がよく分かっ
ていませんでした。しかし、大会が終
了した今、振り返ってみると、このテー
マに込められた思いがよく分かるよう
な気がします。
　大会が始まって最初の頃、カピバラ
班はその名のとおりバラバラな班でし
た。集合が遅かったり、意見が食い違っ
たり・・・。正直不安でした。でも、
モジュールに参加したり、フリータイ
ムアクティビティで違う国のサイトに
行ったりするうちに、それぞれの性格
が分かってきて、認め合えるようにな
りました。そうして協力していくうち、
優秀班をとる回数も増えていったので
す。こうして、Unity －調和の大切さ
を学びました。
　また、この WSJ では様々なイベン
トがあり、それもまたいい思い出にな
りました。特に印象的だったのは外国
のスカウトとの交流です。私の目標は

『名刺を 60 枚交換する ! 』だったの

ですが、用意した枚数が少なかった為、
達成することができませんでした。だ
から、一人一人しっかり会話をして、
仲を深めようと思ったのです。しかし、
なかなか通じず苦労しました。でもあ
きらめず話す努力をし続けたので会話
が成立した時は本当に嬉しかったで
す。そして、連絡先を交換できた外国
のスカウトもいるので、これからメー
ルのやりとりが続くといいなと思いま
す。
　WSJ を通して、私は色々な事を学ぶ
ことができました。挑戦する心、協力
する気持ち、あきらめないことの大切
さなど。これはどれも一人では得るこ
とができなかったものです。仲間がい
て、リーダーの方々がいて、ＩＳＴや
スタッフの方々がいて、そして家族が
いたからです。支えて下さった方々に

感謝して、WSJ での経験を活かしてい
くと共に、『和』をこれからも大切に
していきたいです。　　　 （茂原２団）

最高の WSJ 感想　　
　　　　　　　　　　　　 小坂 駿斗
　自分は７月 28 日から８月９日の 12
泊 13 日で行われた WSJ に参加しまし
た。自分の班の役割はタイムキーパー
でした。時々声が小さくて伝わってな
かったりして納得のいく結果が出せず
心残りです。
　開会式の日は、これからやっと始ま
るのかというワクワクと 13 日間もさ
すがにいれるのかという不安がありま
した。最初のゲストに山口活性化学園
が来てとてもびっくりしました。とて
もはしゃいでいたのでその日はぐっす
り寝れました。
　カピバラ班はとても楽しい班で、す
ごく笑顔が多かった班だなと思いまし
た。ＦＴＡやちょっとした休憩でも、
皆楽しくわいわい話したりしていまし
た。
　アリーナショーではずっと飛びはね
ていました。たくさんの有名人が来て
ライブのようになっていたので、タオ
ルやチーフを使って回して飛んですご
く盛り上がっていました。アリーナ
ショーでは隣にいたフィンランドの隊
の人とも仲良くなり一緒に写真をとっ
たりしてとてもうれしかったです。
　閉会式ではもうこれで WSJ も終
わってしまうのかと少しさびしくもあ
りましたが、皆が一体となって大会ソ
ングや三本じめなどをやって、離れて
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いても世界の中の一人としてつながっ
ているんだなと思い達成感がありまし
た。そして最後の花火はとても壮大で
さらに達成感を感じました。
　この WSJ を通して、それぞれの国
や地域で異なる言語や、服装など色々
違うところはあるが、別にそれは特に
関係のないことで、一体になったり協
力しあったりすれば、友情だったり平
和などたくさんの事に発展できるなと
思いました。
　ＩＳＴの方々がすごく支えてくれて
いたという話を聞いたので、今度はＩ
ＳＴに参加をして体験してみたいで
す。（市原３団）

23WSJ を終えて
　　　　　　　　　　　　 石川 佑樹
　23 ワールドスカウトジャンボリーを
終えて思ったこと、感じたことは、世
界の人々と交流をして、世界の人々が
どんな人なのか、わかったきがします。
外国人は、とても優しくて、気軽に話
しかけられて、自分は英語が苦手で、
あまり交流ができないと思ったけど外
国人スカウトの人は、それを理解して、
ジェスチャーを使って、わかりやすく、
話してくれた、外国人スカウトといっ
ぱい話せました。
　だけど今も、外国では戦争をしてい
る国があって、多くの人々が亡くなっ
ているが、ジャンボリーでは、世界の
人々と活動を通し絆を深めていって、
人種差別も、争いもない、平和で、と
ても楽しかったです。そして、ジャン
ボリーがきっかけで、世界の人々が他
の世界の人々のことを理解をし合っ
て、人種差別も争いもない、平和な世
界になってほしいです。これからも、
ワールドスカウトジャンボリーで、外
国人スカウトの交流を深めたいと思い
ます。
　今回の 23 ワールドスカウトジャン
ボリーで一番楽しかったことは、ア
リーナショーと、閉会式です。なぜか
というと、アリーナショーは、スペシャ
ルゲストがきて、外国人スカウトと一
緒に歌ったり、踊ったりして、とても
楽しかったのが、とても印象にのこっ
ています。閉会式は、マーティー・フ
リードマンがきて、とっても楽しくて、
印象にのこっています。

　兄にワールドスカウトジャンボリー
は、とっても楽しいよと聞いて、ワー
ルドスカウトジャンボリーに来て、兄
の言うとおり、とても楽しくて、よかっ
たので、今回の貴重な経験を活かして
いきたいと思います。 （大網白里１団）

23WSJ を終えて
　　　　　　　　　　　　山口　聖斗
　ぼくは 23 回世界スカウトジャンボ
リーに参加しました。バスからおり、
周りをみたら、　外国人だらけでびっ
くりしました。ぼくは、日本ジャンボ
リーには、参加していなかったので、
不安でした。
　ぼくの目標は、　50 人以上にサイン
をもらうことでした。その目標は、達
成できたので嬉しかったです。
　アリーナショーでは、ジャンボリー
でいちばん盛り上がりました。中川翔
子 や 三 代 目 J Soul Brothers、EXILE
など、さまざまなスペシャルゲストが
来て、びっくりしました。そして、安
倍総理大臣と皇太子が来ました。
　モジュールでは、普段では、体験で
きない事ができたのでよかったです。
　外国人との交流は、相手に自分の意
思を伝える事が難しく、ジェスチャー
も大事だと分かりました。また、交換
品のやりとりも、難しかったです。
　ぼくが一番ビックリしたのは、キャ
ンプ中に、一度も雨が降らなかったこ
とです。とてもびっくりしました。フー
ドフェスティバルでは、色々な外国の
料理が食べられて良かったです。国に

よって、色々な特徴があることが分か
りました。とても不思議な感じでした。
閉会式では、外国人といっしょに楽し
く盛り上がりました。一部疲れぎみの
人もいましたが、楽しくできたのでよ
かったです。
　この世界スカウトジャンボリーで学
んだことは、仲間と協力することや、
英語の大切さが、とても重要だと思い
ました。
　次の世界スカウトジャンボリーは、
アメリカでやるので、いってみたいで
す。　　　　　　　　　　 （茂原２団）

タイガー班
世界ジャンボリーという場所
　　　　　　　　　 班長　中島 七海
　初めてきらら浜に着いて見た時の気
持ちはを私は一生忘れないと思う。広
い駐車場に多くの人がいる。しかしそ
の中にいる日本人はごくわずかで、自
分達以外はみんな外国人。それも一ヵ
国だけなら経験した人もいるだろう
が、何ヵ国もの人がいて、様々な言語
が飛びかっている状況。それを見て私
は驚きというよりも不思議と胸が高ま
るのを感じた。
　その胸の高まりは日に日に増して
いった。最初に自分のサイトに着いた
時は点々とまばらだった外国隊も二日
目になるとほとんど埋め尽くす位に
なっていった。道行く人がみんな外
国のスカウトで、彼らのサイトでは自
分達とは違う文化の生活が営まれてい
る。発見ばかりの毎日だった。
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　そんな中でも少しずつ馴れていくも
のもあった。それは英語だった。元々
私は英語が全然得意ではなく、むしろ
嫌いな部類の科目だった。今回のジャ
ンボリーもそれがずっと気がかりで、
どうせ話せないし失敗しても恥ずかし
いからいいやと思っていた。すると自
分の後輩達がいつの間にか楽しそうに
外国のスカウトと話したり、物を交換
する姿が目につくようになった。そん
な日々を過ごす中で未だに失敗が恥ず
かしくて話せない自分自身が恥ずかし
くなり、やっとのことで交換をしに、
通りすがった外国のスカウトに「ハ
ロー」とカタコトのあいさつをしたら、
相手が笑顔で返事を返してくれた途端
に一気に肩の荷がスッと下りたような
感覚になった。そこからはもう外国の
スカウトとの交流が楽しくて仕方がな
かった。それは英語力が上がったとか
の話ではなく、英語を“言語”として
認識できたからだと思う。
　世界ジャンボリーという場所は本当
にすごい場所だと思う。何十ヵ国もの
人がお互いの文化を尊重して生活す
る、そんな未来の世界の手本となるよ
うな空間に自分がいれたことに心から
感謝をしたい。　　　　　（市原６団）
　　　　　　　
23WSJ を終えて　
　　　　　　　　　　次長　長嶋　亨
　僕は、今回のジャンボリーでジャン
ボリーに参加するのは二回目でした。
今回は次長として参加したので、16NJ
とはまた違ったジャンボリーになりま

した。
　印象に残っているのは、外国人の考
え方、文化の違いです。隣りのスイス
の隊では、毎日、食堂フライの下で雑
魚寝だったり、自分の隊が朝食を食べ
る頃に起床してくる事や　とてもフレ
ンドリーな事に驚きました。でも外国
人のフレンドリーさは、日が経つうち
に慣れていきました。大会期間中は班
運営の難しさをひしひしと感じまし
た。この仕事は誰に振れば良いのか、
どうすれば円滑に進むのか、班長をど
うサポートすれば良いのかなど、考え
ることはたくさんありました。でも、
日が経つにつれ、班員が少しずつ成
長をしていく姿にやりがいも感じまし
た。指示をしたら動いてくれた班員や、
いつも班をまとめてくれた班長にはと
ても感謝しています。
　ジャンボリーで得たものはたくさん
あると思います。新たな友達や、外国
人との交流で得た交換品もそうです
が、ジャンボリーでした経験すべて
が、かけがえのない宝物になりました。
ジャンボリーの雰囲気、外国人との交
流、アリーナショーなども忘れられな
い思い出です。
　最後に大会運営に関わってくださっ
た全ての人やリーダー、親に感謝しよ
うと思いました。また、次も、その次
のジャンボリーも何らかの形で参加し
たいと思いました。とても楽しく、思
い出にのこるジャンボリーになって良
かったです。　　　　　　 （市原１団）

23WSJ
　　　　　　　　                進士 翔
　私は７月 28 日から８月９日のあい
だ 23 ワールドスカウトジャンボリー

（23WSJ）というのに参加しました。
そして、たくさんの事を学びました。
たくさん学んだ中で三つの事を書きた
いと思います。
　一つ目は、辛い時こそ笑顔という事
です。今まで私は、辛いと辛いと言う
顔をしてしまい、いつも周りから心配
をされていました。ですが、辛い時に
笑顔になればなんでも乗り越えれると
いう事を覚えました。なのでこれから
は辛い時こそ笑顔で乗り越えようと思
います。
　二つ目は、人があつまればテンショ
ンも自然に高まるという事です。いつ
も人がいてもいなくてもテンションが
異常に高くていつもウザイと言われる
ぐらいテンションが高いのですがア
リーナなど人がたくさん集まればみん
なテンションが高まるという事を覚え
ました。
　三つ目は、友情です。みんなで力を
合わせれば何でも乗り越えられるとい
うことを覚えました。
　ほかにもたくさんの事を覚えまし
た、ですのでもっとたくさんの事を覚
え、頼りにされる一人のスカウトにな
ろうと思います。
　今回ジャンボリー会場だった山口の
きらら浜という場所に感謝をたくさん
し、これからも立派なスカウトをめざ
して頑張っていこうと思います。
　　　　　　　　　　　（東金第１団）

世界ジャンボリーの思い出
　　　　　　　　　　　　 大室 琢満
　ジャンボリーでは色々な思い出があ
りました。
　一番印象に残っていることは閉会式
で、花火が上がったことです。
　ステージのすぐ後で打ち上げられて
いて、とても迫力がありました。
　フリータイムアクティビティの時も
楽しかったです。モジュールアクティ
ビティで何かプログラムがある時はつ
らかったのですがＦＴＡの時は他のサ
イトに行ったりシャワーに行ったり、
スカウトショップに行ったり、寝たり、
だらけられるので良かったです。外国
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の人と交流するのが楽しかったです。
ワッペンを交換したり、バッジを交換
したり、ネッチリングを交換したりし
ました。また最初は「あなたはどこの
出身ですか？」を What's で聞いてい
たのですが、途中からきづいて Where
に直しました。What's の時は相手が
答える時不自然にしていたり、ひかれ
ていたのはこのことだったのかと思い
ました。また、マルキューの近くで店
を開いた時はワッペンが次々と交換さ
れていったので楽しかったです。帽子
をかぶって歩いていると「交換してく
ださい」と言われることが多かったで
す。特にタイの隊と交流をした次の日
にタイの人と話した時は楽しかったで
す。理由はいままでは英語が上手く話
せなくて悔しい思いをしたのですが、
タイの人と話した時は少しましだった
からです。相手の人も楽しそうに話せ
たからです。でも、「飛行機で会場に
きたのですか？」をプレーンと言って
も通じなかったのがなぜだかわかりま
せんでした。シャワーを浴びた後、埼
玉５隊の人に話しかけられて話をして
楽しかったのですが次の日シャワーを
浴びたらまた５隊の人が居て驚いて盛
り上がって楽しかったです。初対面の
人に話しかけたり、かけられたりした
ので人見知りしなくなったような気が
します。　　　　　　　　 （茂原２団）

世界ジャンボリーの思い出
　　　　　　　　　　　　 鈴木 紘平
　条件「１級以上」。その条件が自分
を変えた。今まで、誕生日の都合で参
加できないはずであったが、まさか条
件が変わるとは思わなかった。ぼくは
そのために２級を取り、そして１級
キャンプもがんばった。その結果、晴
れて１級になった。そしてあっという
間であり、出発の日まで流れるように
過ぎ去った。
　そして出発前日、持ち物の最終確認
し、寝ようと思ったらなかなか眠れず
に、結局 11 時に寝てしまった。
　そして全てのモジュールを終え、８
月９日（つまり今日）をむかえた。そ
して今新幹線に乗っている。このジャ
ンボリーで得た物を考えてみた。
　心の中では、友情？ワッペン？交
流？「いや違う。一番得たのは、人生

の変わりを得たんだ。」自分はそう思っ
た。このジャンボリーは自分の人生を
大きく変えてくれた物であった。ジャ
ンボリーで一番楽しかったことは、夕
食作りである。一番大変だったのは閉
会式の前の体調不良である。そして、
みなさんおつかれさまでした。
　　　　　　　　　　　　（市原３団）

23WSJ を体験して
　　　　　　　　　　　　 花澤 柊真
　僕は、23WSJ が日本でやるのを知っ
て、「この WSJ は行こう」と思いまし
た。
　ただし、WSJ に行くには、１級の取
得と技術が必要で１級挑戦キャンプを
行った。１級挑戦で技術をみがき、僕
は WSJ にのぞみました。
　23WSJ の会場は、山口県のきらら
浜で行われました。朝早くバスに乗っ
て新横浜に行き、新幹線を使い広島ま
で行きました、山口県についたら、７
月 28 日～８月９日の２週問のジャン
ボリーが始まりました。
　ジャンボリーではいろいろなモ
ジュールかありとても楽しみでした、
しかし、いろいろなハプニングがあり
モジュールの２つができなくなりとて
も残念でした｡ しかし、残ったモジュー
ルはとても楽しく WSJ を行ってよ
かったなと思いました。ジャンボリー
の途中には、アリーナショーなどとて
も楽しいイベントがあり、とても楽し
かったです。
　８月９日になり、ジャンボリー最後

のセレモニーを行いました。セレモ
ニーのスカウツオウンでは、隊長が
行ってくれ感謝の気持ちを持つという
ことと、この 23WSJ はこれからの訓
練だということを学びました。ぽくは、
これらのことを心にとめてこれからを
すごしていきたいです。
　　　　　　　　　　（大網白里１団）

23WSJ に参加して
　　　　　　　　　　　　 倉知 慶輔
　僕は、23WSJ に参加して５つのモ
ジュールに参加しました。ですが、僕
は、コミュニティーのモジュールの途
中で、体調をくずしてしまい。地引ア
ミと、ウォーターモジュールが参加で
きませんでした。ですがすぐに体調を
立て直し、39.0 度の熱を完治しました。
 開会式では、ライブや花火が上がり、
みんなとても盛り上がりとても楽し
かったです。その後の撤営では、夜に
ビンゴ大会があり、僕は最後のほうで
ビンゴになり、シャボン玉をもらいま
いた。
　そして、かえりの新幹線では、アイ
スクリームを２つ買い、一つが少し
溶けすぎてしまいました。僕はこの
23WSJ で仲間や、感謝の心の大切さ
など、とても大切な事をたくさん楽し
く学べたと思います。なので、僕は、
仲間やリーダー方や、ＩＳＴの方や、
様々な方に感謝し、その事をここに記
します。　　　　　　　　 （市原１団）

かずさ３２号　日本ボーイスカウト上総地区
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　　　　　　 小学校６年　楠瀬 響介
　ホームステイはすごく楽しかったで
す。うちに来た３人はとても明るく、
良く食べ、料理は残りませんでした。
すごいなと思ったことは、いろいろあ
りますが、日本語が話せる人がいて、
その能力に驚きました。あと買い物を
たくさんしていました。３人とも、日
本の食べ物や文化を楽しんでもらえて
良かったです。やりがいがありました。
　　　　　　　　（市原３団ボーイ隊）

　　　０１１３隊（千葉５隊）

　　　　　　 小学校３年　楠瀬 琴美
　日本語をしゃべってくれて、うれし
かったです。タイ語は「あ」行だけで
22 文字あることが、驚きました。お菓
子の作り方を教えてあげたり、折り紙
を折ったり、バーベキューや流しソー
メンでたくさん人が集まって、とても
楽しかったです。　 （市原３団カブ隊）

第 115 隊（千葉７隊） スネーク班
第 23 回世界スカウトジャンボリー　
　　　　　　　　　　　　 小泉 由輝
　「お前だけ上総じゃなく他の地区に
所属してもらうから。」ジャンボリー
に向けての訓練キャンプが始まる間
近、原隊隊長から電話で言われた言葉
だ。もちろん動揺を隠しきれなかった
し、正直嫌だった。16NJ で共に過ご
した仲間と行けなく、すでに訓練が
始まっていた他人だらけの隊に行かな
きゃいけないのだ。受け入れられる方
がおかしいと当時は思った。不安しか
なかった。最高学年としての参加だが
同年は女性２人だけに加え、年下の班
長、上班の下で活動するのだから、変
に敵意をもたれないか、仲間外れがあ
るのではと気が気でなかった。そんな
中１回目の訓練キャンプが行われた。
一言でいうなら心配なんかいらなかっ
た。班員は気さくに声をかけてくれ、
私は班員にすぎないが陰からサポート
もできていたと思う。訓練は１泊しか
しなかったが、この隊ならやっていけ
る、そう思えた。何回かの訓練を行い、
我々はついに現地入り。興奮と期待で
いっぱいだった。文字数が限られてい
るので多くは書けないが、一つ、「来
てよかった」そう思えた。外国隊と一
緒に夕食をとったり、プログラム中に
旧友との再会を果たしたり、何よりも

隊の中、班の中での友情は一層深まっ
たと思う。日々技能が伸びる後輩や性
格が明るくなったスカウト、最年長と
して WSJ を通じ成長している後輩を
見られたのが一番嬉しい。自分自身も
成長できた。隊付とはどういうものか、
班員の立場から見る班長。この機会に
得た貴重な経験は原隊の活動に活かす
つもりだ。
　「和」今大会のテーマだ。争いなど
が絶えない中、いかに協調性をえるか、
世界の人々が一つになり、平和を望む。
様々なプログラムやイベントに参加し
て、色々な人と過ごす中で、テーマを
実感できた。あのジャンボリー会場の
平和がスカウトを中心に世界中へ影響
するのを心から願っている。
最後に一言。ジャンボリー最高！！
　　　　　　　　　　　　（茂原２団）

　氏名
一木 通夫
北川 修次
野中 美和
土橋 一弘
石垣 千草

　氏名　
常世田 千尋
田村　優
茂木 なつみ
花房 大地
作田 匠海
泉　容仁
内海 祐輔
小泉 公琿
永嶌 孝太郎

　氏名
佐藤　嶺
石垣 竜太
常世田 尚志
小西 あかり
高橋 友希
秋山 鈴奈
中島 健太
福山 朝日
坂本　将

　氏名
桑谷 航平
望月　光
田島 光華
高山 力也
渡邉 みなみ
小坂 駿斗
石川 佑樹
秋葉 大輝
山口 聖斗

　氏名
中島 七海
長嶋　亨
栗原 耕希
進士　翔
大室 琢満
村松 亜里沙
鈴木 紘平
花澤 柊真
倉知 慶輔

 所属団
市原 1 団
市原 3 団
袖ヶ浦 1 団
市原 7 団
市原 5 団

 所属団
市原 1 団
市原 6 団
君津 2 団
市原 3 団
東金 1 団
君津 2 団
市原 1 団
茂原 2 団
大網白里 1 団

所属団
茂原 2 団
市原 5 団
市原 1 団
市原 7 団
市原 6 団
東金 1 団
君津 2 団
君津 2 団
大網白里 1 団

 所属団
市原 1 団
袖ヶ浦 1 団
東金 1 団
市原 1 団
茂原 2 団
市原 3 団
大網白里 1 団
君津 2 団
茂原 2 団

 所属団
市原 6 団
市原 1 団
袖ヶ浦 1 団
東金 1 団
茂原 2 団
君津 2 団
市原 3 団
大網白里 1 団
市原 1 団

備考

前期

後期

 隊
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ

 隊
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ

 隊
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ

 隊
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＶＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ
ＢＳ

23WSJ 支援活動の一つとしてホームステイが行われ、上総地区では
タイ国派遣団から 20 人を８月８日から 10 日まで、８個団 10 家庭で
受け入れました。

( 隊指導者 )
役務
隊長
副長
副長
副長
副長

①鳶（とんび）班
役務
班長
次長
健康安全
備品
配給
レク
タイム
環境
配給

②ウグイス班
役務
班長
次長
配給
備品
環境
レク
タイム
配給
健康安全

③カピバラ班
役務
班長
次長
健康安全
備品
レク
タイム
配給
配給
環境

④タイガー班
役務
班長
次長
配給
配給
タイム
レク
健康安全
環境
備品
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　　　　　　　　　　　　 伊藤 隆大
　ぼくは、初めてホームステイの人が
来ることを知って、どんな人たちが来
るのかとてもワクワクしていました。
市原南ＩＣターミナルで初めてお兄さ
ん達に会ったときは、これからどんな
楽しいことをしていくのか想像しなが
ら車に乗り、お互いの紹介をしました。
2 人のお兄さんの名前は、シンさんと
ピーさんと呼んで下さいと言われまし
た。途中Ｔマートに寄って買い物をし
ました。いなりずしを食べたいとのこ
とで、買って帰り、食事をしながらい
ろいろ説明をしたり、荷物の整理をし
て、少し休んでから夕食を食べて七時
半ごろ丹治さんがさそってくれた戸田
地区の盆おどりに行きました。みんな
といっしょにおどりをおどったり、わ
なげや金魚すくいでゲームをして遊び
ました。とても楽しかったです。
　次の日は市原第３団の楠瀬隊長のお
宅で茶道を教えてもらいました。お茶
もおかしもとてもおいしかったです。

それから流しそうめんとすいか割りも
して、20 人以上の人たちが大盛り上
がりでとても楽しい思い出になりまし
た。
　終わってからお兄さん達と買い物に
行って、いろいろなお土産を買い、時
間があったので小湊の誕生寺を見に行
きました。お寺は日本の文化的なもの
で、お兄さん達は「すごい」と言って
いました。帰りにレストランで食事を
し、家に帰り、お兄さん達とオセロや
チェス、しまいにはテレビゲームを
やってねました。
　いよいよ最後の日、ぼくはとてもさ
びしい気持ちになりました。そしてお
兄さん達の旅の安全をいのり、高滝神
社にお参りをして、ダムの近くのレス
トランでお昼を食べながらお別れのあ
いさつをしてお互いに手紙をする約束
をして市原南ＩＣターミナルに送って
お別れをしました。さびしかったけど
いい経験をしたと思いました。
　　　　　　　　（市原５団ボーイ隊）

　　　　　　　　　　　　平井 汐織
　私の家にはタイから二人の女の子が
来ました。1 日目は一緒にスーパーに
お買い物に行って手巻きずしをしまし
た。2 日目の夜はお好み焼きﾊﾟｰﾃｨｰで
した。カブ隊の友達を呼びました。他
の団の人とお買い物に行った二人を集
合場所まで迎えに行ったら居なくて心
配になりました。家に帰ったら二人が
いてびっくりしました。みんなでトラ
ンプをしている間に、お好み焼きが出
来てみんなで食べました。とても楽し
い二日と半日でした。
　　　　　　（大網白里 1 団ボーイ隊）

　　　　　　　　　　　　 平井 暁陽
　僕の家には、二人のタイ人のお客様
が来ました。名前はフォンとイチコで
す。一日目は、トランプを一杯やりま
した。ババ抜きと神経衰弱をやりまし
た。夜ご飯は手巻きずしを食べまし
た。お刺身等を入れて食べました。二
人も美味しそうに食べていました。二
日目もトランプを楽しくやりました。
夜はお好み焼きパーティーをやりまし
た。お好み焼きも美味しいと言ってい
ました。三日目の朝にチーフ交換をし
ました。タイのチーフは紺色で、とて
も格好いいチーフだから嬉しかったで
す。チーフリングやワッペン、バッグ
､ ティーシャツも貰いました。カッコ
いい物がもらえて、とてもうれしかっ
たです。お別れのときは、さみしかっ
たけれど、とても楽しい二日と半日で
した。　　　　 （大網白里 1 団カブ隊）

かずさ３２号　日本ボーイスカウト上総地区
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団 　 名

市 原 第 １ 団

市 原 第 ３ 団

市 原 第 ５ 団

市 原 第 ６ 団

市 原 第 ７ 団

茂 原 第 ２ 団

東 金 第 １ 団

大網白里第１団

　 　 　 活　動　地　域

市原市八幡宿、五井 周辺

市原市国分寺台 周辺

市原市牛久 周辺

市原市辰巳台、ちはら台 周辺

市原市姉崎 周辺

茂原市、長生郡 周辺

東金市、山武市、山武郡 周辺

大網白里市 周辺

入団等問合せ先

田中 秀近

河崎 哲夫

藤代 良彦

齋藤 敏子

菊池 由紀

　 青木  勇  

山下 博行

　 奥貫　誠

電 話 番 号

0436-21-3840

0436-43-2226

0436-92-0034

0436-75-0392

0436-62-4004

0475-23-9239

0475-55-0204

0475-72-7988

千葉県内にはボーイスカウトの 110 個団の団があり、6,903 人（平成 27 年 10 月現在）が活動
しています。また、県内を 11 地区に分け、我が上総地区もこの 11 の地区の一つです。
上総地区には８個の団が所属しています。

日本ボーイスカウト千葉県連盟上総地区

６月６～７日、月出野外活動施設で、
くまスカウト集会が、スカウト 23 人

（４班編成）と指導者・奉仕者 45 人の
参加で、開催されました。

スカウトの感想
　　　　　　　　　　　　 山川 莉央
　最初の班発表はドキドキした。仲良
くなれるかはわからないけど私は組長
にりっこうほして組長になった。夕食
はカレーで、一からまきで火をおこし
た。もちろんごはんもたく事からやっ
た。それぞれ分担をして、私は野菜を
切り、ほかのみんなは火の番をしてく
れた。そしてカレーが出来上がりみん
なで食べた。とてもおいしかった。お
かわりもして完食した。キャンプファ
イヤーでは、歌に合わせておどったり、
うたったりした。とても楽しい時間を
過ごした。２日目のハイキングでは、
アップダウンのはげしい道なき道を歩
いた。
　つらい思いもしたけど、組の仲間と
仲良くなれたので良かったです。
　　　　　　　　　　　　（市原６団）

　　　　　　　　　　　　 高橋 彩佳
　私はホース班の班長をやり、一番心
に残っている事はハイキングです。途
中、森の中に入って『本当にこの道で
合ってるの？』と不安になった時は、

みんなで『大丈夫！』と声をかけあっ
たり、班の人が転んでしまった時は、
励ましあいながら進んでゴールしまし
た。これからも協力することを大切に
していきたいです。　　　 （市原６団）

　　　　　　　　　　　　 岩木 吾磨
　くま集会では知らなかった子が沢山
いました。僕は 4 組になり楽しい子が
いて、すぐに仲良くなりました。
　旗作りはみんなが自由に絵をかき面
白くて笑いました。組の名前は、４－
８ベアーズ。くまの絵だけがまともで、
決めました。組長は、ぼくがりっこう
ほして、なりました。
　ごはんは、野外で食べたカレーは美
味しかったです。スタンツももりあが
りました。よく日ハイキングで多くの

種目をして、ゆうしゅう組になりよろ
こびました。アケイラメダルをもらい、
二日間楽しかったです。　 （市原７団）

　　　　　　　　　　　　 平島 一輝
　ぼくたちは、月出野外活動施設に行
きました。ぼくはウルフ班の班長にな
りました。
　ハイキングでは、地形図にのってい
る道を草などをかきわけて進みまし
た。そこでは、鳥のさえずりや虫の鳴
き声も聞こえました。ときどき、左右
どっちもがけで、道はばがせまいとこ
ろもありました。そして、少しほそう
された所で「あっ！」リスがかけぬけ
ていくのを見ました。楽しかったくま
キャンでした。　　　　　 （茂原２団）
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くまスカウト集会　


